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　　本調査研発は大陸棚地質調査硫究の一環とゴ、ノぐ取貧、ヒ

げられ，糎磯海海域の海三薮地質調、嚢薫技術の育成・確立・と

海底新期（表層〉堆積物についての検討を実施瓦、．たもの

である。

　　本調査研繊の結！褻，技術麟について1調辮即）穏やかな

内湾において，一応海底地質調．査薪究奮実施す礁ことが

で煮る疑通しが付いたが，い塞だ各技術間には技1術水準

．1二瓜の差が残鷲ブ麹嚇ゆ

　　零鍮葎蝿
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　，地質に関しては，本海城の海底期｝黍・海底新期堆欝1馨

に今いて，それぞれの！鮒1三と糊1磨覇迦1熱こついて明ら

かにすることがでぎ，堆積物と波浪釧郷系につマ・て撲＞検

討を進めることができた、，

　今後は，海一1二試鍔嚢と海底観察グ，）育成を図るとともに・各

技術の麟標灘　疑嚢を懸．ぎ，地質1戯熱〆，ても，さらに詳細な

検討を甥1えるとともに・海底基盤地質の検討を顛え，鼻調

査紐廃対象の拡大に勉めたい、

　　　　　　　　　　　　　　　濃えが藝

　　　簸近の産業の発展と技争1鎚）進歩はとくにめざましく，

　　臨海地域の二1．二地瀧成・海底1・ン・粒レ・渡海橋梁・海底鉱
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驚，実施概要

　現地での翼施概1況を承づ叫と第驚表と獄弓シ繭・年度との

類違、轍鳥　運鴬面で／lt海底地形斑況掌握作業を辱　擁に実

施したことであり，実施項羅漸では1毎底観1察法の検討・

海水　動状1兄（とくに緩麟業麗｝の掌携およ誉聾毎浜継1形特

．浸の1爽捧か等をあらた1こ嘱翼り．ヒげたことがあ1デられる、，

（第鷺 表参照）

　海底地形樵碁鍵、掌擦。を耀・期に1黙施／副た理由期海底舞麟蓉

概況から地騰概1兄の予禽1紅つとめ，その後に実施する海

蟻炎層試料採取および撰藷況（底1、寿流〉等の調査を有効適

切観導くことにあった．、今蹴実施した績果によれば地形

二襟ともにスパ…カーまたは㌃ノノプ獄一ブ穂1度！鐙！l勿鷺！携議蕪

を併用実施するとさ1＿妻効となるので，その導．人を考

え』ぐ㌔・葛，、

　1毎il薮ξ覇察泓鰻二ついドぐは？毎，蕊の爆三質i犬重兄をも礎とも婁1薇イ礁

！、耐撚塗簾できるという1獣！濠で箏姦擁醗撫くに藁起、験ll肉な書周蓑薫を

1爽施した墨、のであ鞘），海水流動状繊▽）．馨ま簾はを毎底オ緩積唖勢

　その機構の解明上に欠くことのできない事1項で，とく

に底層ヤ竃の欝蓑存資壕器トが褒焦しい琴凝兄から実ノ叢したものであ

蕊91毎暮難繊驚麟響報ぎア）糞　重は，㌢毎浜の講慰テ杉薩響長と堆鏑瀞物を

調べて，その湾弩諏梓毎底ノ）／l滋形・軽縫劃勢および1毎況との関

三，郵1を求めるもぴ）でさ㌢毎噂く涙藤鈎辱犬1兄ととも／こ，命｛麦，聾｝

羅部の堆積，撫侵食の諸機構を検討するための基礎’加料蓄

2　　乱〔》〔矯・）
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積を勝的，、ピした。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る

婁．　沿爆（隆上）地帯の地形・地質概饗

　本溝罫幾の重黛携舞1義．、1づ慰暢二（1蘇籍・からど｝～暮k瓢σ麺囲）

1畿・そ（乃呼1央を1猟愛窮壌堕膿滲郵llに夢脊ノ．ブぐ携臆窪三曝～る婆、！碧竜不．鍵

合を義莞としてi蒋・北1萌地メ或の量趣形・灘鐵に大きな相違憾

鵜められるぐ第黛図参照1、、

　湊璃以北には漂葬il貸o～獄｝撒び）、段醸ゴ也ヲi鷲が艇1が塾），洪善．1

～鮮新統紅属する闘結度の低い砂質礫（岩戸、馨…霧．，礫砂

（量1）繍翰イ沙（岩）麟・イ沙ヌ妻碧魁（歪器）／、、縛がほぼ葬翻鍬掴

鶴を妄融とする緩やかな講曲構造を示して分布する、，こ教、

らのe擬）／拳1中の礫1は喪f・期舞琴磯整（蓑議ラ岩煮鐵円養繋）が璽舞　ご

な似償径／数〔職で．ときにIOl数（〕mめものを含むG

　一方ウ湊川以南は鋸1、擁．i塊の北プ延長蔀に相薮し，標

1蕩捲（）毫ぬ内夕1・のノ／・“蓬謬銭がi登接擁露鰍1線斗こせま雛，～炉後には

さらに轟い山々が・連1ノ試藷．耀玉璽は魚羊碧手～曙響藩蓋1に！き織弓嫡る

複輝聡安海墨鐵のシ1く山礫疑灰劉’磐凝！知覇　礪および

凝灰質溌岩馬の渚轡騰からノぴ），海岸線と濠ぼ嗣方向の

驚／をン貨し穿1蘇｛輔に修1余経〆て1分擁yす），、

　なおラ湊薦擁三佳奏川川i二iから翼網瞬欝糸勺81くm）イお迂に弓＞

勇1寸略る火山礫ll鑓／爽二／　こは濃綱太脅三／自ilを1受け酢一1．／ミ率羅がぎ1、蓼め

らオも多その一怖1部1こは／沙鍔ヴ）澤葦、鑑し、．た讐、、き婆ズm撒の1ジ〆こ　ズ

）1赴疑擁渋？憲1鱒力駄多器ぐ介森三寸一る、．

尋．　1簿1鑑の象麹欝饗

　靖疇鎌／或の1毎1景繕　妻　その’ププ1彗生から，

　（A）　塁二1澱縁鰹彗芦B『屠毒’・ら蘇／斑講成の中一央タ襲饗川／彗鱗に講箋る

糸勺4k脊圭グ〉購1（プγ1角舷ilほ1禦淳翌ヒ）

　（垂3）　漢／ii川i 1から1さ擁欝カレ多寒英生に鰹蓬約5k重茎1の闘，，

（ヅブ1角’雛三’難民鴻G慰）＝

　〈⇔　萩生から噂叢1毎域（ハ南隈，　裁掌蒋巷にヨ蓑る約4k拠の

1絹、，　（ノy緯｝藝ヒほ藁11蔚二iヒ）

　と3i翼14テ解筆きる，、

　1　戴A？薙翌兵は饗捧辮奪内び）演鴛瑛で，磯1さ8一繋岱凱¢）群蕪霊1

統段．類磁藁の則薦1紅幅2（）～30鍵〕，海捗傾斜婆ノ窒内外の砂浜

が連醸るもので，鷲妻の藝二下に樽ゴ・髄壊土砂礫が散識、凱る，、

騰川川鑓付ま猛で量まi延長約80（）顯の1藷iだけが藤120（）亙宝簾内穿ト1
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び）際に出没“す『る辱器礁鍵！帯か鍔）なるの、これらの1鶏に捻ン1・さ
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　　E、1．本縫次融灘内菓零書聴向井溝人藤厳趨垂奪　　・顯後藤　遜嫡中鎖患参幾欝総ぐ木壌鉦

3、海鷹砂鉄

　ぞ．肇　砂鉄禽蒋率鳶その分布概況

　砂鉄含有率の測定は採取した海底新期堆積物試料のう

ちから磯塗・！議糞黛讐；からなる鮭銭、糠のものを1験き，

作業と並行し．て，　600ガ謄ス永久磁石を使・）た乾式手選

法によって実施した、その結畢，本海域の海底表1繍鄭の

砂鉄　 禽馨は夢疲轟が黛3，灘，（き，平均は餐，1（1％とな勢誉禽有

羅・と♪覆、点饗舞の関嚢系は舞霊3考擬と業糞養、，

第　3　蓑

犠ヤぎ蜘、雛．魑紹脇…1遜翻縮嘱署鷺Oi熱％禽

地、1、数　零○　・i欝　　13（）　　難霧　ミ瓢≧　　ll3　1　1

　砂鐙ξ奮“7醇率に鷲）いては1毎！義イ沙鐙ミのンi尋遜姻盤を悔霧菌、皇一慮応

砂鉄禽輪率慕％以、」二の禽砂鉄1沙層の分布状況を求める一

ととし，、試郵至瓢轍懸薫惣．1紫の騰擁洩篠甑奮綿曳と漁繁£鑑／慰形崎毎水

流動1次況等を蓉ん禽甘て，ぞの分布擬況を図／！隻したのが

奪窮蓋（）購iである、，

　嬢図によれば実本1舞薫或の壕無イ沙鉄牽沙ll 蓄はイ分布形輩隷およひζ

分布地区り面から（ll｝1ヒ蠕1部地区睾（蕪〉書欝綴川1＝1前1ず響地

i罵，（漁）緯磐警殴蘇1触門葦欝馨縛蕪い／慰臨．と：1到鑑ラ＞さ露傷る，、

　（1）北端部地眠の含砂鉄砂獺激北方隣接都にある海底

小．艶の淘縁を取り懸く形態を承し，その｛申蕪方簡はほぼ

東灘と，／癒ヲ霧余等諏に藏歪£1方緯1へと伸びF、，縄〉湊川携購

籍瞬慧の含砂録1イ沙層は小規模なま・維積が．1、1乳籍三私，一般に1毎誌溢

爽部ま』に分；布すqる導（灘）醜部濠鐸聴づ、懲岩才合いの含鷺舞雛響少

層は噂詩毎鮒碧二1・達で1、つ編、もヅ鷲頬1嬢のま鞍馨1て多寿碁9，ア本f本お、歎

び擁瓢麟鷲からの紳炎奮1鋳嚢蒲1の伸蓬プy陶1よ鍾、絵いしN鷺方i鵜

を示U，地形斜灘に緩斜謎し，順次1、、導簸へと堆積が移る、、

　こ窟Lらの1分噴冒瞑鯵1は，聴瀬毎メ或の含イ沙擦廉鷺妻弄，1の督継嚢が，

特異地形の周縁部に多く堆積t〆，堆積の纏長方向が醤～

N銭ソぎ向へ，鱒頁次罐㌶寛イ1㌘ず罫』二とをフ欝憧叩難とくに｛申長、む

向がN～藩鴛ブy肉ということは雲講鱗鶴1戴の1朝1流窃）方麟と

はま肇たく1逆プ灘韓であ！〉．　S～8、絹ソ欝麟からの1皮？喪の1、影

藩騨が蓼撫く琴芭わ諸℃てマ・るものと撃蓉え，辱堆先るα

　？．黛　砂鉄の粒篠

　本海域の含砂鉄砂層と堆積物とグ瞬当乞度構成上の相互1灘

係をみるため紅，海鷹難岩の分布状況と鍛頻篤を記載し

たのが第暮図で澄慧）駄本；E懇中ぐ〉叢畦贋鍼は肇鉱慶分峯1韓寺の辱

i難分ぴ）歪聾粒雀蓬に，そオtぞ讃Lφoき基．ヒ糊A，φ（）～1．◎論雛，

φ1。〔）脚1．鴬灘（巽ラ　φ1，5～黛．∈）鳳鉦》，　φ黛．○栂勲．愚脈鷺窪

φ黛．5～3．O諜ド，φS．O～3．§罵G，φ3．5鉱λ榊ヒニζ賊と

A－H疑）鱗壌を付1す，各爺頻縫となる粒径の符号と，を

の粒径のものがlllめる試料中の薫量鴻数／離を符号の繭に

記入する方法を欺ったもので，上段が堆積物、金体，下段

／窃小野灘公鷺
駒齢萄／汰郎）

が嚢少鎧ミ砂について藪三彰機したも韓鴬あ礁、，

　本蹴iに、袈れぱ，本海嬢の堆積物は大部分の／懲眺1がユニ

灘一ド（単一舜騰奮iD型の羅品雛㌔綾麟　》なり，湊川糞巽・1前

τ顛お．欺び露簿奪周縁部『華の…部の地区1ひ1や弁蕪一一一翻（多鍛

頻／薩）型の堆積！l勿が分布する。ただし，単一一最頻臓型豊蓬嚢

積物であ）てもそのなかの砂鉄粒はポ》モー～ドを灘すも

の菟、あ！），このよう隷堆積物は一一般にポリ撒一ド型鯉難積

物の周縁に存在す恐、、

　砂鉄の最擁縦観よると本海域の砂鉄粒は（1）北端部地

区ぴ）…籍購以浅の撃鷲t面では暮凱φ3．○一欝，3瓢径〔｝議熱

～○．（灘慧雛mのものが三1三体となり，（鋤湊糧類織前面薫掘鑑

では嘗粒径に鷺，豆）淵φ三．○醜2．（）淵径〔購～甑窯舗領mのも

のが加わ1り，（1鵜購部地区では《ll，誹粒径に鷺麟φ（｝～孟融

聯霧、1～（｝，蕪m膿が麟、1わ轟誉

　この北から1鵯へ，1織ン欠糧粒化する舞難韓馨；一畷没舞欝貴物の

粒度変化と1同じ／霞罫覇となる薙また砂鉄と…一般重穣茎鐸鞠の粒

儀関係は，砂鉄の鍛頻緯がそダ）鵬所の一般堆孝誉量物の最頻

鑓の綾熱笠雀藁に麟1遇す導，，

　了．騒　砂鉄の鉱物総成

　本海域の砂鉄含｛鍾・の轟・・地点欝、葦1麟紛（L一レ欝・L由一

3講肇蓄、一1一絡．£，講毒2，璽蔀》一㌘，薫．ズ護レ繋肇L薩7…鰍海浜

b，城1．li．iヒ方、毎浜），こ／）いて，　き奪豪れてい悉砂鉄熱旗の鉱

物糸i柔成を鎚灘数鍔ぎ唱1ぐでみると，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総一懸，蕪憲鍔雛鶏．！美．導｛本）

磁蛮失鉱（弱舞ノy性を示す曝体）

赤裁曳鎌1（曝麟織

チタン毒雛盤戴（曇誘体）

1、1聾以 ドー婆％

1％淫抹下～？％

　（）．5～　1．ぎ｝毒

　　　磁鉄鎌文と赤鉄難1凝葎1辮雛1．鷺を承弓㎜もの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　玉％淘スほぐ脚践％

　　　磁翻譲1～ 、、rン鉄鎌1が渥講藩購造を不動もの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　翌％駐ス下脚簿％

　　　チ攣ン鉄鋳鉱春鉄鉱が1容1雛擢報．鰍を準博～もの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1％戴ス下

　と〆日フ，磁鉄鋭1が1織縁1多llからマー一タギトイ鉱／乍用を受け

た菟、のは，，簸とんどi認められ鉾，さらに煮た海繍内での／也

区的は鉱物1難鐸鷺温墾．鵜緯性も，暁蓑、菰鐸1向を認・める冊とが

‘でき熊斗・．、

塞．気象と海澱購

　騒．婁風　況

　風は波浪の雛兄で，堆積機構ヒ 1妻な素因と緩る，，こ

の驚鷲黛についズ亀 縛縄蓼醗戴、に臨・と｛，1量い／叢護禽瀦癒y響の／籔幻

1懲瀞難薫1．覇鍾膨鱒から本浮1獄黛の1蝋の概露己繋罐蒙勲摩｝る（　ド蕎ε

となる、，

　第1鱒麟風i絹懸1は黛喜ll寺晒翼一茎の藩糞大繊紅1蜜の方i古i朝三から語灘1覇

　詫銭｝　縫、叢．捻第5図趨鰐根、、
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鷺．　薫菱盤こ駐λ1癒華肩麟1蘇津成

熱

と鱗謂llの鞭乱i毒3を，業めたものぜ學弊　この磁1に，よオ毒は’ラ講鳶毎達戴

の／蝋鯵其よ講へ・難悔悔㌢茸s～s～鰯蔦鴛よ導ぐN戴の3プγ1角鐙もの

カミ註三書奪となり，　呼ヂぴもN～醤、厚（糸勺感（）9・毒タとs～s愚母馨暮

宏，〉の驚プ欝韓のもの力叢鷲麹婁づ個ること力叢走）ズいる。

　第IS臨iは，風速緯燃厭鷺以．、ヒおよび風速1飯賜厩xヒ墓ヌ…ヒ

の牽瓢グ）1噺霧雛孫叢を・その輝戴E韓とともに懸冒ヒ毛、ヅごもヂ）聞で，含謹

才してレ・るf鞍葬，鎌飛き嚢はN～馨梅写プ難1電rび／慮22～驚3騰、F　！藩鷲

あ弓筆講～、ダ．プ渕鵜に1よ27鷹／！騰（〕力烹ある撫

　これコの風同・風三壼図によれば，1本海域の！．戴況はN～

餐w系の風が夏季に一一一痔おとろえるほかはすへ風．熟体と

なって吹き，冬がら聯にかけ丸は欝鵜緯（工以｝ヒの琴剣無を

滋三え、る』れ、に！ズし・て搾ぎ毒tり》）、糠報意緻蛙萌韻戴臨…1鳶窯懸葛く，

冬はW～SW，春には呂W，夏には蕪W～Sと獣節的1こ

変津．湧，風速も至憾ノ獣≧以．．／嘘な擬）ことが多く，さらに

簿から謬k紅かけては群欝秀響s載か辱の曝羅瓢ぐ蓋錐獄！s《鷺き払｝L・＞

疹勤1欠くニニとも澄）誉）離

　齢から秋にかけて吹くS系め強風は灘には1三1本海側を

湾し講更に漣茎鍵漣鷲業気慕、、によるもヂブ姶あゆ磨　ゑた＝麗力汰ら轡蘇こめ・

けて（ゐもぐ営一〉はおも1こ 試靱魂導矯舞澄にヨ載落嚢1伸る養津輝蕉グ）驚多饗擁裂あ

§ 暮．5　　　　　　　　　（｝．5

　　（繋購灘li鵬一4慈151簸鱈賛糧》嬉膿〉

　　　　　　　　　　・掬麟義　　　　　　　　す葵

ら蹴）離、プ類も賦）と、轡、薯）諺Lる。

　吹送距離は風め液浪／こ及／騨餐、駕ノ響皿hで藻要な＝剣瀕であ

！），書将毎圭或，のN～N纏1ソγ麟は／叢露糞一・擢鋲嚢檬付糞賦に磁た撃，

その闘の海皿1二醸、羅二1離は約3〔）k猟となる。憲たS～W方i溝は

ちょろど本蓉緯或の外洋に顧する力購に嶺た夢，風の海、ヒ

吹漣雛懇醸報謙非常に1大きく　樗え．ることができる。　し翫1がっ

て韓蔓雛藁の秀矯蘂は欝／…一懸義遷1であつて竃＞ラN駕N～ダプγ向のも

の1撫1旋〆薗“ぐS、ギプγ鯵／のものが．勲リソく蓉くな蕎で凄）ろう“

　馨．黛波濃
　警　柔、の頼麟餐から灘冒皮（／難が騒欠いているたダ）に発ゑ龍

し，　患た螺発逮しつつある波）　とうねウ（風1褒が黛え．，ま

た麟波が犠韓麗をヤぐ蟻舜転つつ麟る滅つとにラ曇すられるほ

　擁綜蘇蛋戴の1鰍1皮嬉1、誕蔓とその発惹、魏糠／斐を禅繕雛搬貸ラ1憐扇払議出

し，，欝毒織したのが第婆，表である群1本讃では鱗．鷲皮のソy陶餐駐

から各海岸に対す葛波浪の影響度｛駄が異な恐ことから，

海域を　汽嵯卦C（海浜地形騨）項参照）と韓区分してある，、

　靖凱1毎玉癒のうオ熱りこげ）㌔・・ては瀬髭難議副灘て孕倒煮〆くたように，

本海域がSW方向からのうねりの季、影響を受け易いことか

ら，蓼豫として海総｝i、ヒ鋳の。欝端轍ある欝、鋳灘鱗所の測定

目

雅
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il　i…

11t｛『『巽
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織質萎編　撫所　デ1　離　（第蓬フ違一　辱l　lO号〉

資料購鷺沖から外洋轍おけ弟風波およ卯びうねりの出現頻

慶を図拳L寵のが第茎甚図である、、本図によれば外洋での

うねiフの出導蝿率韓順藝襲波の約黛1妻墾とな、穿）　6～鈴蝿の各懲

には波高3鐙以㎜Lゲ）うね！）の出二現率力鼠羅立－）、、これは台

風によるものであ1），　穿ね！擢）進行経路は，その発生源

から考え，sW方臨1からのものに隈られ，A・C両海輝

前蘭が消接の影響範闇となる。

　以上の歎鱒姦料から，本海域の波浪はN－NW方向か

らのものは風波が主体、ごな！），頃度も高いが，海底堆積

物への影響力は後詑のもの，！轡よわい、＄一w方献略

のものは力磁波にうね圭フカ嵐離iわ跨，A曲ぐ嘱鰍惣区に強い圭彰

類力を示し，夏から初秋にかけて蓋畳rの機会が多い，等の

拳噴が考／駕、），抗欝。

　嚢，薯　1朝　1流，

　幸毎水流動状溌の灘“定は今漏の現地調三盃i、で，はじめて実

施したもので，海底童響叢積彗勿び）運垂般・淘汰・堆葦責への影辮袋

力を検討す沿ことを斐1的とした．測定機は小野式自書聡流

　　　　芝馨地、・、峯、丈（紘農は第轟図参照）の底層流（海底画

ヒ量、翫貰）　巻舞圭襲とし，　茎圭・也、…獣の澤廓定を詳騰（）ll寺1絹とし

た．

　こグ）結果に。よればラ‘本海箋域の底麟流には海iギ荒的帽三格び）

ものは認・瀦｝られず，すべてが1朝汐による潮流的性格から

なることがわ力場　た沿次に潮流約†生格の申力漣講毒長的プ糞

、点を要約すると下翫iと蹴る。

　／お海岸線近くでは1鰭ナ薫沿いに1菊下する流れが卓越／㎡、，

流1速韓．翫力・ら淳異こ箕蔭≧欠選蔓くなる。，

　鋤油のぐトィ期では1灘藩8s腕厚か・　㌻vs㌻￥航方1轟擢）1涜オLが擦菰

越し，これも南の方ほど遮く，最大流速は　3γ｛〕m練鷺　と

な鎖，濯潟☆発変イ撚もは1ずL、、レ・。

　㈱上記潮流の性格と本海城の海底地形か1迄・本海域での

事越する潮流の海底への丹、．響力は一弓（）撚以深において大

きく奮用するものと湾えられる。

　潮流は約糞灘薄問を豊周期として起蓉る海況であ！），落

1朝時またはマ張潮1欝で，その方向権三が異なる、，潮流の濃綴

におよぽす景ノ，騨力韓1㎜1二二記の糞力に，さら／こその1痔その1欝

の風波およびうオ，磨）導の合成になξもので，海底におよ

ぼす影響1一、は驚の折によって大きな聾1違がある。

繋．海底新期堆積物柔海況との関蓮性

　本海誠紅お1ナる海底新期（炎／鱒）堆積物と気象・海況

については、すでにそれ野れの項で概況を述べた。

　次に風象尋毎況の堆藩責物への影墾し力鞍みるこ二とを熱的

とLたのカ＆鍔ぎ痔霞iである幕この図妹鼓．LRE娘’貰獣に，気

る海鳳イ沙の移動限界1こi蛸する実、験脚1補発蟻群・？）から拶i用し

たもので夢ガく1榮・1皮雛三・壕癒学釜の奉li鉱関イ系をあ1）わ1づ薩灘醤幾

中からヲll鐙幸蚤をとくに嘱江海域の1唯董責1吻の季穏．麦的な／鋤窒蚤に

近い，径○，獅mm（撒ぽφ慧．掻），および径（）・3m凱（／黛

ぼ朔，篠）の両粒径に隈定して図化したものである。

　本図1表1穿i紅．，、本海域でもウとも礁！い波欝iとみ鑑購しる嘉

粉翅）波が押し寄せた鑛器合，その、ときの波め周期を7秒と

す葛とその際の海底砂の初動水深雄1下記のように段る，1

　径（）．1愚瓢鴇グ）毒易禽・には，ガく溝妻灘～鷺議騰以浅

　径（）．3mmの場合にはラ水携砲芝3～緯瀧以浅

　次に．本海誠でもっとも 発、1頃渡：▽）議ぴ・波性と　して，

1皮1菩璽1窯撒窄鶏i期5総£の葵揚・合を・みると，

　径（）．欝箋輪mの場合には，水深暮～9灘以浅

　掻（）．3mmの湯合には，水深7一呂過以浅

でそれぞれ，自砂移動がおこることとなる。

しかし籠れは凌，く象でも罠安にすぎず，海臓地・影や粒度

の配列状態癒どによつても差異がおきる、

　これに対して，本海域の粒度分布傾向が藷位平坦面に

細粒砂，低位平坦薦には申粒費妻が含三として分布すること

を考えると，1本海域では水深樽櫛墨≧姪箋では1皮浪による砂

移動が起きることが多く，水深量○鋤以深では波浪による

砂移勤の機会が乏しく，潮流による砂移動が主となるこ

とが考えられる。

繕．む　す　び

　本調査研究は大陸棚地質調査研突の一環として取り上

げ多れたもので，曽岸極浅海海城の海懸地質鉱床調査研

究に必要な各種調査技術の確立を壌二三眼としてお甑第蓋

段階恥して欝年・慶から引き続き、海況の穏やかな内湾で

実施さ淑、たものである。

　韓弾液θ醗の結果，判明した各調査技術の税編を述べ

ると，

　鵜　　海、墨1二位置決定，海底地形，海底表面部 試料採取の

諸法によ・・ては離岸距離約擁漁以内，水深瓢m以浅の

海城において，一・応，海底地形，海底露榮1分布P擬況およ

び海底新期（表層）堆積物の性状等を緑握ずるこ播う堪∫

ず艶な段§皆とな）ゾと。屡鰹後：さら／こ｝雛．岸壁雛籍蓬の鱒レ長・をi蒙iる・泌

三饗力＆涛）る力嵐，そ（為1際に1嵐蒙登♀皮書十瀬蟻澄蒋力鼠奏窯1欝汐鷺気慧ダ）譲三ブフと

ノ1“る押ぴ漫〉ろう、、

　蘭　海上試錐技術面では，水深黛態堰以浅の海域におい

て，醤闘結堆積物については厚さ　蓬，5鵜，基盤岩層につ

いては表層堆積物の厚さを21隻／以下を条件として爺さ

1、5mの率窪三賭黄試率嘗を／譲取することが再能と流丈った。この

状況は窟だ本聚の獄標に違しておらず，今後さらに作業

茎嘗能水深び）増伸と灘アの長さをさらに長く採取で零きるよ

らに考えたい。　暮卜D　調蕪披術の一概亨発）

　！3）　ξ毎豪兄（とくに舞灘濁？幾）お、緊び海議霧見響、淫類こついて

は海底地質調査．研賓．／二，とくに有効な資料が得られるの

で，今後は技術面と運用法／こついて検討を進めたい、

1乏3一網導2（｝）
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　波の周期総嫁φ
一幅ぜ　　　　5　　　5　　　ノ饗　　　／乏、

波の周期纏叙））

沖波波姦と砂粒〔肇響7勤水澱（小野毒1こよ婆〉

　以一ヒ，それぞれが…応の1累麟票に達しつつあるが，》毎底

地質調査研究4）実施に際Lては海一ヒ物理傑査とともに，

これらの調査技術がそれぞれ，相互に関連性の果せる水

準に達することが必要で章圭翼急に各技術の／費1．焦・確立が

翼在迫憲られている問題である、、

　濠お，本海域の海底地質については本文で述べたが，

とくに海底新期堆積物に閣する興味ある事項のうち・数

、転について述べると下記と1なる“

　（i）　君津湾は一1（｝，一購，一一2報一％胤の各海底平

壌面からな甑各平螺厭1は北海・ら南顧方！為階段状に低

泣化するとともに小規模化し，購方湾1二1部瓢は…憩mの

小平1膿頂押）存；蕪博隔ること1も予蕊乱される鴛

　（員）　海底、表面部堆積物は1・軒捻紳慧沙　（φ　更，o～φ3．（））

からなり，北方上位平蝦面が一番細粒（鵜．§一φ3．0）

であり，南方の下位平坦音難こi韓つて季1績次大粒化する。

　（漁）　海底表懸部堆積物の砂鉄含有率は平均3％内外

で，最高率としては濾％を示す場所もある．しかし，

般に海底表面部の砂鉄念有率は表藤部から厚さ数　紛C瓢

の堆積物を取ッた場合グ）砂鉄含有率より轟率を牽す傾尚

がある漁6〉鼎

　（iめ　　海鷹新期（表層）堆積物中には海底表癒下数紛

　蓉憾）　柱状試i橿庫1遷の砂拶ミ含；袴率と肇そのギ寸近の二表醗ll羅

　　　の鷺葦鎌含蒋率¢）対姥．、1．よから、，

瓢の位置から厚さ数澱鎌誌の規模で，砂鉄含有率7％

内外び）含砂鉄砂層が披在賦存することがある、この際の

砂鉄粒は編状などは呈箒ず，砂爆中に分散Lて含まれる

こ烹が多い、、

　（V）本海域の砂鉄は磁鉄鉱の単体のものが主体で，砂

鉄の粒径．は…藩紫に歪醸積する一…般イ沙粒の繊と縁っているこ

とが1三i立つ、、

　二れらの事項は技術検討を実膿している間に得られた

地質『関係資料を検討した結果であり，今後はさらに調査

研究体制を1整えて堆積環境と機構・慕盤地質等について

も検討を進めたいと考えている、、

　煎お，本調査研究紅関連㌧て．所内・外の多くの方々

から助‘欝を得た』二とを付翫！す恐、，

（付）　調査技術の概澱

　本調査研究に際し，実施された海底地質調査技術検討・

のなかで睾とくに重、轄の置かれたものに海ll蕪観察法の実

験と，海上試錐技術の改善の慧、轄があ蜂，その結果にっい

てはそれぞれ別個に報告される、次にその概要を述べる、、

　雛／　海底観察法の実験鋤

　本実験は今霞撫くに取り、雛ずたもので，1・i本電機株式

会縫の協力を得て、水申テレビの海底地質調査研舗への

適応性について桑づミ討を嚢施した，

賂灘1
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重真　まS　i’難 雛1，郵尉1二、蚤、麟」難兜繍、
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